








が約2倍多い．起因菌はS . a u r e u s（48%）が最





























判明し，MSSA 6 例，Streptococcus agalactiae 2
例，M S S E 2 例，M R S E 1 例，Salmonella 1 例，
Streptococcus constellatus 1 例であった．手術
と抗生剤投与により改善した15例はC R P陰性
化までの所要期間は手術施行から平均7.8週で
あったが，2018年 1 月～11月に手術した 4例は
2018年12月現在もC R Pの陰性化を達成できず，
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